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1.ワークウェルコミュニケ-タのアクセシビリ
ティ評価結果
ワークウェルコミュニケ一夕 (以下､WWC)
の操作者についてはその目的から障害の有無に関
わらず対象を限定していない｡しかしながら､障
害のある人たちにおける在宅テレワーク支援とい
うのが大きな目的であるため､なんらかの障害当
事者を想定した評価と､インタフェースの入出力
に関連した方針の検討を行った｡
(1)障害のある利用者を想定した場合における操
作性の評価
(D 肢体不自由､特に高位頚髄損傷者の場合
高位頚髄損傷による四肢まひ者 (頚損者)の場
合､上肢の運動ならびに感覚機能に麻痔を呈する
ため､コンピュータアクセスについてはいくつか
の検討を図る必要がある｡多くの場合､マウスス
ティック (図1)や上肢装具に装着したステイツ
ク (図2)等を利用してキーボードを打鍵し､頭
の動きや僅かな上肢などの運動を利用したポイン
ティングデバイスを利用することになる｡上肢の
運動ならびに感覚に障害があることから､巧徹性
が低く､精度の必要なポインティングデバイスの
操作が比較的苦手な場合もあるため､打鍵による
操作を求められることが多くなる｡
また､これらスティックを用いる場合には1つ
の動作で1つの打鍵 しかできないため､シフト
キーやコントロールキーの操作を実行するため
には､Windowsのユーザー補助 ｢固定キー機能｣
を設定しておく必要がある (図3)0
WWCでは外部にテンキーを接続して利用でき
るとの事 (未確認)であるため､この点での問題
は解決できるものと考える｡ただし､キー配置に
ついては現状では画面 (ウインドウ)に表示され
たものと同じ配置ということであった｡そのため､
頻繁に変更するものではないが､なんらかの形で
ユーザーの身体機能や環境に応じてキーアサイン
(テンキーに限定せず)の変更を可能とする対応
図1.高位頚髄損傷のマウススティックによるキーボード操作
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図2 スティックを把持するための上肢 (万能カフ)
も必要である｡
(彰 肢体不自由､特に脳性まひの場合
脳性まひの場合､不随意運動などのために四肢
や体幹などの運動を自由に､そして巧みにコント
ロールすることが難しくなる｡上肢機能について
は自由にマウスを使いこなせる者から僅か1つの
スイッチをなんとか操作できる者まで多様であ
り､日常生活動作(ADL)と同様に､コンピュー
タアクセスについても個人差が多く存在する｡そ
のため､かなり広範囲な対応を迫られることにな
るが､それらをすべて包括することは不可能であ
る｡そのため､多様なインタフェースに対応でき
る仕組みというものを検討することが必要であ
る｡
その1つの方策としてはユニバーサルインタフ
ェースという発想である｡つまり､さまざまな利
用者のPC操作環境 (製品化された各種インタフ
ェース装置)であっても､(僅かなセットアップ
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により)wwCの利用が可能となれば､ユニバー
サルな操作環境を提供することになる｡例えば､
ミュートボタンをキーボードやマウスではなく足
で操作したいという希望者への対応としては､小
さな外部接続のテンキーでは誤操作が増えること
になるかもしれない｡そこで､ミュートボタンな
ど特定のキー (USB接続のキーボー ド､あるい
はテンキー)操作を外部スイッチに割り当てるこ
との可能なUSBインタフェース (例 :なんでも
スイッチUSB:図4)が利用でさば､ユーザー
に通した環境 (スイッチ操作)により､ミュート
ボタンなどの操作も可能となる｡なんでもスイッ
チUSBは専用 ドライバソフトにより､特定のキ
ー操作を5つのスイッチに割り当てることができ
る｡そのため､特定のキーやキーボードショート
カットを設定しておけばWWCのコマンドも設
定できる｡荘)
また､発声や発話も運動機能であるため､構
音障害を呈することも多く､WWCのような音声
コミュニケーションにおいて上手く意思を伝達す
ることができない場合もあると考えられる｡その
図4 なんでもスイッチUSB
註 .なんでもスイッチUSBドライバソフトとのコンフリ
クトについては実機にて検証しておく必要がある｡
際には日頃から使い慣れたVOCA(voiceoutput
communicationaid:音声出力機能付きコミュニケ
ーションエイド)の併用も検討する必要があろう｡
VOCAにはいくつかのタイプがあり､文字入力型
(図5)を併用する場合にはPCのキーボードと
VOCAとの配置をどのように設定すればユーザー
の利便性や操作効率を向上させることができるの
か､さらに合成音声を発声させるまでの遅れ時間
(文字入力のための時間)が生じるためなんらかの
工夫をしないとコミュニケーションに加わること
ができなくなる､などの問題も生じる｡
これらの部分的な改善 (コミュニケーションの
補助的な工夫)としては､ボタンやキーボード､
マウス操作によって､あいのてや賛成/反対､拍
辛 (あるいは同意)､ちょっと待って､などのよう
な簡単なコミュニケーションを発言者の邪魔にな
らない程度に共有することだと考える｡むろん､
業務としてふさわしくない内容のものは割愛すれ
ば良いが､しかし言語コミュニケーションの不得
意なユーザーへの支援としては検討しておくこと
は必要ではないかと考える｡
図5 文字入力型VOCA(例)
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(彰 視覚障害､特に全盲の場合
音声インタフェースを利用する視覚障害者 (主
に全盲)の場合､そのユーザーがJAWSやPC-
Talkerなどのような音声環境 (スクリーンリー
ダー)で作業をする場合には､テンキーでの操作
が干渉することも考えられる｡さらに､JAWSや
PC-Talkerなどは､それぞれのソフトによっても
テンキー操作やキーボードショートカットが異な
る｡
そのため､ユーザー本位な対応をするためには､
特定の音声環境を設定するのではなく､WWC側
のキーアサインを変更する (利用者の作業環境で
は利用しないキーを割り当てる)ことが可能なシ
ステムにする必要がある｡その場合､単一キー(敬
字キーやファンクションキーなど)のみならず､
複合キー (コントロールキー+Rなど)をも設定
できるようにしておくと､多様な環境にも対応で
きる｡
また､視覚障害者の場合には音声環境だけでは
なく､ピンディスプレイも利用することがある｡
特に､プログラミングにおけるエディタの利用に
おいては音声環境ではなくピンディスプレイ (図
6)を利用するため､キーアサインやドライバソ
フトのみならず作業環境 (配置)にも工夫が必要
である｡
さらに､オンライン/オフラインや､ミュート
などのWWCの状態をなんらかの音響インタフ
ェースで伝達する (機能はユーザー側で選択可能
にする)ことも必要であろう (例えば､通常のオ
図6 ピンディスプレイ (例)
ンラインでは出力信号にわずかなホワイトノイズ
を重乗させ､ミュートの場合にはそのノイズを消
す､オフラインでは何も出力されない､など)0
(2) 入出力のアクセシビリティに関する方針の検
討
(D wwCの操作をある特定の手順だけに限定し
ない (入力手段の多様化)
･マウスの操作のみに限定せず､キーボードから
のアクセスでも操作可能にする
･キーボードからの操作を提供する場合にはキー
アサインの変更を可能とする
･WWCの操作において､マウスやキーボード､
テンキー以外の手段 (例えば､なんでもスイッ
チUSBなど)をいくつかリス トアップしてお
き､利用者にはそれらのリスト (事例など)を
公開する
(彰 wwcの状態提示を視覚情報だけに限定しな
い (出力手段の多様化)
･WWCの状態提示として､ミュートや接続状態
において視覚的情報はあるが､視覚障害者の利
用する音声環境においても同様に状態の情報を
提供することが必要となる
･音声環境における情報提供としては､できるだ
け自然に近い状態を提供することが誤操作をな
くすことに繋がる (例えば､接続時の状況提示
として了解度を下げない程度のホワイトノイズ
を載せる､など)
･サーバー側からの音声とWWC (アプリケーシ
ョン)の音声とは区別できるように設定する
2.まとめ
ある程度の利用者像 (-障害者像)を想定し､
開発されたことから､在宅就労を行っている障害
のある社貞には､現状でもある程度十分な環境が
提供できるのではないかと思われる｡しかしなが
ら､さらに多様な障害をもつ利用者には､さらな
る対応が必要となる｡そのような場合であっても､
システムの変更を極力なくすためには､現行に満
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足せずWWCのアクセシビリティをさらに高め
ていくことが必要である｡
評価結果にも記述したように､通常のマウスや
キーボードではない環境での利用が必要な利用者
にとっては､なんらかの外部装置 (代替キーボー
ド､代替マウス､操作スイッチなど)を利用する
ことになる｡その場合､単一な操作手順だけを提
供しただけでは､なんらかの干渉が発生する｡例
えば､視覚障害者の音声環境におけるキー操作と
WWCのキー操作が重なることがあれば､どちら
かの設定を替えなければ十分な環境を提供するこ
とにはならない｡
そのためには､マウスやキーボードなどの操作
手段を複数用意し､またそれぞれのパラメータ(例
えば､キーアサインや､ボタンの配色､大きさな
ど)をユーザー毎に変更/調整できるような環境
も必要であろう｡プルダウンメニューによる随時
修正できる環境ではなくても､設定ファイルの修
正で対応できれば良い｡
また､今後の事業展開にもよるが､実際の利用
者の操作環境を調査し､それを事例集のような形
態でリスト化し､配布するなどして参照できるよ
うにすることは､新たな利用者-の利便性を高め
る事に繋がる｡
一方､最近の支援機器の開発状況 (市場性)と
しては､PC操作のための各種インタフェースより
は､コミュニケーションエイドなどの専用機 (スタ
ンドアロンで利用することができ､PCと専用ソフ
トにより設定などを変更できるタイプ)が増加して
いる｡それは､全米でも比較的大きな障害者コミ
ュニケーション関係の会議であるCTG(closing也e
gap)カンファレンス (207年 10月ミネソタ州ミネ
アポリスで開催)における機器展示で顕著であった｡
その背景として推測できることは､PC市場は
ほほMicrosoftの独占となり､OSの定期的なバ
ーシヨンアップによりPC本体や周辺機器の買い
替えを促進させるというビジネスモデルを進めて
いることから､特殊な (市場性の低い)代替キー
ボードや代替マウスなどを製品化してところで､
ほとんど非公開で進められるOSのバージョンア
図7,EyeGazeControl(視線入力)システム(mytobi)
ップに追いつくだけでもかなりの経費が必要とな
り､利益を生む市場ではなくなりつつあるのかも
しれない｡
そのため､これまでマウスやキーボードの代替
手段であったEyeGazeControl(視線入力)に
おいても､スタンドアロンとして利用すること
を前提としたシステムが登場している (図7)｡
mytobiは新しい技術の視線入力であり､これま
でのシステムのように頭部を固定する必要がない
(ある程度の範囲内であれば動いても良い)ため､
神経難病や高位頚髄損傷以外にも､たとえば脳性
まひでも適応できる場合がある｡
コミュニケーションエイドにおいても､内容や
各種設定を専用プログラムにより変更できるシス
テム (図8)も登場し､これまでのような特定の
内容でしか使えなかったり､PCを必要としたり
するようなシステムではなく､個別性も携帯性を
も含有するシステムが登場している｡
さて､本システムは遠隔教育などへの展開に
おいても重要なキーポイントとなると考える｡例
えば､長野大学ではJOINプロジェクト (音声認
識システムを用いた聴覚障害学生のための授業支
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図8.高機能VOCA(tango)
揺)という障害学生支援のためのシステムを稼働
中である｡このシステムを拡張し､通学困難な障
害者 (学生)でも遠隔から受講できるようなシス
テムを考えるならば､遠隔地からでも､できる限
り受講時の疎外感をなくし､質問などをリアルタ
イムに可能とするシステムが必要であり､そこに
はWWCのようなインタフェースが不可欠となる｡
現実問題として､これらの遠隔受講システムへ
の拡張のためには､ユニークなユーザーIDを割
り振り､だれが受講しているのか､そして誰が質
問をしているのか (通話しているのか)というこ
とがわかるような仕組みも必要となる｡今後､検
討していただければ幸いである｡
3.参考資料
･なんでもスイッチUSB.製造販売テクノツール
htp://www.tools.co.jp/product/hand/anyswltChusb/
index.html
･CTG
htp://www.closingthegap.com/
･mytobil(TobliTechnology社)
htp.//www.tobi.com/
･tango(blinktwice社)
htpノ/bl山く-twicecom/
･JOINProject
htp://www-(XS.ibmcom/jp/
accessibility/news/join.html
htp://www2.nagano.ac.jp/ito/〕oln/
本論は､平成19年度に株式会社沖ワークウェルより委
託を受けた研究 (評価)の報告である｡
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